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実は 好奇心の ゆえに、 しかれ ども 予は予 が 画師た る 

を 利器と して、 ともかくも 口実 を 設けつつ、 予と 兄弟 

も た だなら ざ る 医学士 高峰 をし いて、 某の 日 東京 府下 

ある かれ とう きふね 

の 一 病院に おいて、 渠が刀 を 下すべき、 貴 船 伯爵 夫人 

の 手術 をば 予 をして 見せし むる こと を 余儀なく したり- 

その 日 午前 九 時 過ぐ る ころ 家 を 出で て 病院に 腕 車 を 

飛ばしつ。 直ちに 外科 室の 方に 赴く とき、 むこうよ 

り 戸を排 して すらすらと 出で 来たれる 華族の 小間使と 

も 見 ゆる 容目 よき 婦人 二、 三人と、 廊下の 半ばに 行き 



違え リ。 

見れば 渠らの 間に は、 被 布 着た る f 個 七、 八 歳の 娘 

を 擁しつ、 見送る ほどに 見えず なれり。 これの みなら 

ず 玄関より 外科 室、 外科 室より 二階なる 病室に 通う あ 

いだの 長き 廊下に は、 フロック コ— ト着 たる 紳士、 制 

はかま いでたち 

服 着けた る 武官、 あるいは 羽織袴の 扮 装の 人物、 その 

他、 貴婦人 令嬢 等 いずれも ただなら ず 気高き が、 あな 

たに 行き違い、 こなたに 落ち合い、 あるいは 歩し、 あ 

るい は 停し、 往復 あたかも 織る がごと し。 予は今 門前 

において 見た る 数 ム，， 口の 馬車に 思い合わせて、 ひそかに 

うなず きづか 

心に 頷け り。 渠らの ある 者 は 沈痛に、 ある 者 は 憂慮 



やや かなる こと、 おそらく 渠の ごとき はまれな るべ し- 

助手 三人と、 立ち会いの 医 博士 一人と、 別に 赤十字の 

看護婦 五名 あり。 看護婦 その 者に して、 胸に 勲章 帯び 

たる も 見受けた るが、 ある やん ごとな き あたりより 特 

に 下した まえる も あ リぞと 思わる。 他に 女性と て は 

あら ざり し。 なにがし 公と、 なにがし 侯と、 なにがし 

伯と、 みな 立ち会いの 親族な り。 しかして 一種 形容す 

ベから ざる 面色に て、 愁然と して 立ちた る こそ、 病 者 

の 夫の 伯爵 なれ。 

みまも 

室内の この 人々 に瞻 られ、 室外の あのかたが たに 

きづか ちり 

憂慮 われて、 麈をも 数うべく、 明るく して、 しかもな 



ん となく すさまじく 侵す ベ からざる.、， j とき 観 あると， J 

ろの 外科 室の 中央に 据えられ たる、 手術台なる 伯爵 夫 

びゃくえ まと しかい 

人 は、 純潔なる 白衣 を 絡いて、 死骸の ごとく 横たわれ 

る、 顔の 色 あくまで 白く、 鼻高く、 頤 細りて 手足 は 

リ ようら くちびる あ 

綾羅に だ も 堪えざる べし。 脣 の 色 少しく 褪せた るに、 

玉の ごとき 前歯 かすかに 見え、 眼 は 固く 閉ざした るが、 

まゆ ひそ つか 

眉 は 思いな しか 顰 みて 見られつ。 わずかに 束ねた る 頭 

髪 は、 ふさふさと 枕に 乱れて、 台の 上に こぼれた リ。 

その かよわげ に、 かつ 気高く、 清く、 貴く、 うる わ 

しき 病 者の 俤 を 一 目 見る より、 予は 慄然と して 寒さ 

を 感じぬ。 



におと なし ゆういら つ しゃいます」 

うなず 

伯 はものい わで 頷け リ。 

看護婦 はわが 医学士の 前に 進みて、 

「それで は、 あなた」 

「よろしい」 

と 一 言 答えた る 医学士の 声 は、 このと き 少しく 震い 

を 帯びて ぞ予が 耳に は 達した る。 その 顔色 はいかに し 

けん、 にわかに 少しく 変わりたり。 

さて はいかなる 医学士 も、 驚 破と いう 場合に 望みて 

ひよ-つ 

は、 さすがに 懸念の なからん やと、 予は 同情 を 表した 

りさ。 



「それで は 御 得心で ございま すか」 

腰元 は その 間に 周旋せ リ。 夫人 は 重げ なる 頭を掉 

りぬ。 看護婦の 一 人 は 優しき 声に て、 

「なぜ、 そんなに おきらい あそばす の、 ちっとも いや 

な もんじ や ございま せんよ。 うとうと あそばす と、 す 

ぐ 済んで しまいます」 

このと き 夫人の 眉 は 動き、 口 は 曲み て、 瞬間 苦痛に 

堪えざる ごとくな りし。 半ば 目を睜 きて、 

「そんなに 強いるなら 仕方がない。 私 はね、 心に 一 つ 

秘密が ある。 痲酔剤 は 譫言 を S ザつ と 申す から、 それが 

こわくって なりません。 どうぞもう、 眠らずに お 療治 



見る もの あら じと ぞ 思える を や。 

看護婦 はまた 謂えり。 

「それ は 夫人、 いくらなんでも ちっと はお 痛み あそば 

しまし ようから、 爪 をお 取り あそばす と は 違います よ」 

夫人 は ここにお いて ぱっちりと 眼を睜 けり。 気 もた 

しかに なり けん、 声 は 凛と して、 

「刀 を 取る 先生 は、 高峰 様だろう ね！」 

「はい、 外科 科 長です。 いくら 高峰 様で も 痛くな くお 

切り 申す こと はでき ません」 

「いいよ、 痛 か あないよ」 

I 夫人、 あなたの 御 病気 はそんな 手軽い ので はあり ま 



せん。 肉 を 殺いで、 骨 を 削る のです。 ちっとの 間 御 辛 

抱なさい」 

臨検の 医 博士 はい ま はじめて かく 謂えり。 これとう 

て い 関 雲 長に あらざる より は、 堪えう ベ きこと にあら 

ず。 しかるに 夫人 は 驚く 色な し。 

「そのこと は 存じて おります。 でも ちっとも かまい ま 

せん」 

「あんまり 大病なん で、 どうかし おった と 思われる」 

と 伯爵 は 愁然たり。 侯爵 は、 かたわらより、 

「ともかく、 今日は まあ 見合わす としたら どうじ やの- 

あとで ゆっくりと 謂い 聞かす がよ かろう」 



「さ、 殺されても 痛 か あない。 ちっとも 動き やしない 

から、 だいじょうぶ だよ。 切っても いい」 

決然と して 言い放てる、 辞色と もに 動かすべからず- 

さすが 高位の 御身と て、 威厳 あた リを 払う にぞ、 満堂 

斉しく 声 を 呑み、 高き 咳 を も 漏らさず して、 寂然た 

リ しその 瞬間、 先刻より ちとの 身動き だ もせで、 死灰 

の ごとく、 見えた る 高峰、 軽く 見 を 起こして 椅子 を 離 

れ、 

「看護婦、 メス を」 

「ええ」 と 看護婦の 一 人 は、 目を睜 りて 猶予え り。 一 

がくぜん みまも 

同 斉しく 愕然として、 医学士の 面を瞻 ると き、 他の 一 



まっさお おのの 

乳の 下 深く 搔き 切りぬ。 医学士 は 真 蒼に なりて 戦き 

つ つ、 

「忘れません」 

い き 

その 声、 その 呼吸、 その 姿、 その 声、 その 呼吸、 そ 

の 姿。 伯爵 夫人 は うれしげ に、 いと あどけなき 微笑 を 

含みて 高峰の 手より 手 を はなし、 ばったり、 枕に 伏す 

とぞ 見えし、 脣 の 色変わりたり。 

そのと きの 二人が 状、 あたかも 二人の 身辺に は、 天 

なく、 地な く、 社会な く、 全く 人な きが ごとくな りし- 



「そうさね、 たまに やお まえの 謂う こと を 聞 くもいい 

かな、 浅 草へ 行って ここへ 来なかった ろうもんなら、 

拝まれ るん じゃなかった つけ」 

「なにしろ、 三人と も 揃ってら あ、 どれが 桃 やら 桜 や 

らだ」 

まるまげ 

「 一 人 は丸鬍 じゃあな いか」 

「どのみ ち はや 御 相談に な るん じ やなし、 丸鬍 でも、 

束髪で も、 ないしし やぐまで もなんでも いい」 

ぶ ん きん 

「ところでと、 あの ふうじゃ あ. ぜひ. 高島田と くる 

ところ を、 銀杏と 出た な あどう いう 気だろう」 

「銀杏、 合点が いかぬ かい」 



「ばか をい わつ し、 もったいない。 見し やそれ とも 分 

かぬ 間だった よ。 ああ 残り惜しい」 

ある キー 

「あの また、 歩行ぶ りと いったらなかった よ。 ただ も 

かすみ 

う、 すう つと こう 霞に 乗つ て 行く よう だ つ け。 裾 捌き、 

棲 はずれなん という こと を、 なるほどと 見た は 今日が 

はじめてよ。 どうもお 育ち がら はまた 格別 違った もん 

だ。 あり やもう 自然、 天然と 雲上に なつたん だな。 

ま ね 

どうして 下界の やつばらが 真似よう た つ てで きる もの 

ゝ I 

力」 

「ひどく いうな」 

「ほんの こったが わつ しゃ それ ご存じの とおり、 北 廓 



を 三年が 間、 金毘羅 様に 断った という もんだ。 ところ 

が、 なんの こた あない。 肌 守り を 懸けて、 夜中に 土 堤 

を 通ろう じゃあな いか。 罰の あたらな いのが 不思議 さ 

ね。 もうもう 今日と いう 今日は 発心 切った。 あの 醜婦 

ども どうす る もの か。 見なさい、 ァ レア レ ちら ほらと 

こうそ こいら に、 赤い ものが ちらつく が、 どう だ。 ま 

るで そら、 芥麈 か、 蛆が蠢 めいている ように 見える じ や 

あない か。 ばかばかしい」 

「これ はきび しいね」 

じよ-つ だん 

「串戯 じゃあない。 あれ 見な、 やっぱり それ、 手が 

あって、 足で 立って、 着物 も 羽織 もぞ ろり とお 召しで ■ 
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